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茶生産農家を主体とした中山間地農業の振興 

～複合品目導入拡大等への支援～ 

【要 約】 

茶経営を主体とした中山間地域の認定農業者を中心に、複合品目の導入や規模拡大

を支援した。またワサビ、ユズ、ブルーベリー、切り枝の生産拡大や農産加工品の開

発を支援した。 

茶の複合品目の取り組みでは、5名が新規作物導入に向けて取り組みを始め、3名が

既存品目の規模を拡大した。ワサビ、ユズ、ブルーベリーは生産量が増加し、切り枝

は新規市場への出荷が拡大し、出荷量が増加した。 

【目 的】  

中山間地域には茶生産農家が多く、荒茶単価の低迷により経営が厳しくなっている。

そこで、茶農家への複合品目の導入・拡大や八女市矢部村、星野村で新しく振興の動

きのある品目の育成、農産物加工品の充実を通じ、総合的に茶農家の経営安定と中山

間地農業の振興を図る。 

１ 活動対象の概況 

  

 

 

 

 

・農村女性ｸﾞﾙｰﾌﾟ星野清流（16人）平均年齢 65歳 55～65才未満 8人 65才以上 8人 

２ 活動の内容等  

（１）茶経営を主体とした認定農業者の経営安定 

茶の複合経営に向く 8品目を導入した経営類型のパンフレットを作成し、経営改

善志向農家及び情報提供希望農家に配布した。4日間開催した品目導入相談会では、

同パンフ及び 8品目の栽培チラシを活用して、来場した対象農家 11名に提案した。

さらに、経営改善志向農家及び情報提供希望農家に対し、茶の栽培管理講習会や現

地巡回等を活用して指導を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  複合経営類型例           図２ 栽培チラシ例 
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中山間地向きで、長く収穫するほど収益が上がります

労働力は2.5人で

計算しています

作目名 面積 粗収益（売上げ） 経営費（費用）

　（品種・作型） ａ 　（千円） 　（千円） 　（千円）

1 煎茶（中山間共同工場） 100

2 かぶせ茶（中山間共同工場） 100

3 玉露(中山間共同工場) 50

4 キュウリ 10

計 260 32.3

農業所得（利益） 所得率

　（％）
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１ 栽培の特徴

２ 作型・品種 

３ 収益性
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夏秋キュウリ(露地)

ステータス夏（台木「ＮＥＷスーパー雲竜」）品種名 備考

・中山間地域向きで、長く収穫することが収益向上のポイントです。
・支柱・誘引ひもなどの資材が必要です。
・摘芯、整枝、誘引などの日々の管理作業をすることが多収につながります。
・作型を分けて、６－９月まで計画的に出荷します。
・労力２人で１０a程度の作付が可能です。
・土壌伝染性病害が発生することがあるため排水のよいほ場に作付けます。またブ
ルームレス(果皮に白い粉がつかない)キュウリ生産のため接ぎ木苗を利用します。
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表１　茶経営を主体とした経営改善志向農家
旧町村 黒木町 上陽町 矢部村 星野村 計
人　数 14 14 5 27 60

表２　ワサビ、ユズ、ブルーベリー研究会（120名）
品目名 ワサビ ユズ ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ 切り枝 計
人　数 8 21 33 58 120
面　積 47.5a 239a － 430a
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  写真 1 茶工場経営相談会を    写真２ 洗浄機を利用した     写真３ 採取した茶の実 
活用した啓発          ワサビの調製 

 
（２）振興品目の生産販売支援             

ワサビは収穫調製などの検討を行い、栽培技術の安定化による販売量拡大の支援

を行った。ユズは高品質生産の指導、販売対策会議を開催した。ブルーベリーは青

果の出荷を推進するとともに加工品の出荷先開拓を支援した。切り枝は高品質生産

の指導を徹底するとともに新規市場の開拓を行った。 

（３）農産加工品の開発 

新規農産加工品目として「茶の実油」を提案した。原料採取や搾油を支援し、会

員の取り組む意識の向上を図った。 

３ 活動の成果 

（１）茶経営を主体とした認定農業者の経営安定 

複合品目としてインゲン、クリ、ショウガ、イチゴ、レタス、キュウリを各 1名

が新規導入に向けて取り組みを開始した。また既存品目では、キウイ、トマト、直

売所向け野菜を各 1名が規模拡大した。新規作物の導入を検討している 6名につい

ては、薬用作物やハゼも含めて情報提供等の支援を継続している。 

（２）振興品目の生産販売支援 

ワサビは計画の 5tに対し 8.6t（160％）を販売した。 

ユズは、ほぼ計画通りの 2.6t（青ユズ 1t、黄ユズ 1.6t）を出荷した。 

ブルーベリーは青果の数量が 414kg（前年比 292％）と大きく増加した。加工用

は、新規取引先を開拓し、昨年より約 1t多い 5.2tを出荷した。 

切り枝は出荷先を 3市場拡大し、5名が新規作付し、計画を上回る 47.8万本を出

荷した。 

シャクナゲは共同出荷が始まり、H26年度は 10名が出荷を予定している。 

（３）農産加工品の開発 

   茶の実から搾油できる業者との調整が終わり、油の試作を予定している。 

４ 今後の見通し又は課題 

  八女地域農業振興推進協議会中山間地部会と連携し、地域に適した品目の選定や推

進を行う。茶経営を主体とした認定農業者に対しては、作物導入相談会の結果や


